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論 文 内 容 の 要 旨 
 都市の空間は、近代以降からの各種都市計画の継続により機能性、健全性といった成果を生んだ。
しかし、その一方でこうした都市空間は人々にとって魅力に乏しいという指摘もある。その原因とし
て都市空間が公と私に明確に区分され、本来の目的外利用が制限されてきた点がある。 
 そこで、これまでの公空間と私空間に区分された所有と管理だけの関係性を見直し、公私空間の境
界をあいまいにした公私空間の重なり領域という概念を提示し、そこで生まれる新たな「利用」に着
目した。本論文では、こうした公空間と私空間の新しい関係において、本来の目的外の新しい利用に
より生み出される賑わい効果を明らかにしたとともに、都市の賑わい・魅力創出のための環境整備の
考え方を指し示したものである。 
 本論文は序論と結論を含めて 6章より構成している。 
 第 1 章では、現代都市の問題点を外国との比較や歴史的な流れの中で抽出し、それを解決する手段
のひとつとして、公私空間の重なり領域という概念を提示し、この領域に生まれる｢利用｣により賑わ
い効果が誘発されることを示すとともに、公と私の関係性によりタイプ分けをした。また、関連研究
を挙げ、その中で本研究の位置づけを行った。 
 第 2 章では、諸外国と日本の各都市における公空間活用の各種事例をから、新しい公私の関係を形
成することにより問題解決を図っている 4事例を取り上げた。この 4事例は｢隣接型｣と｢挿入型｣にそ
れぞれ分けられた。それぞれの従前の状況や周辺環境から、新しい関係が成立するまでの経緯と制度、
空間的特徴等を明らかにした。 
 第 3 章では、河岸と公園における事例の実態調査を通じて、現代都市空間のなかの｢公私空間隣接
型重なり｣の利用形態において生まれる本来目的外の別利用により、人の流れや評価がこれまでとど
う変わったのか、その賑わい効果を分析した。 
 第 4 章では、河岸と公園における事例の実態調査を通じて、現代都市空間のなかの｢公私空間挿入
型重なり｣の利用形態において生まれる本来目的外の別利用により、人の流れや評価がこれまでとど
う変わったのか、その賑わい効果を分析した。 
 第 5 章では、3 章・4 章で明らかにした効果をもとに、公空間と私空間が重なることによる利用形
態の変化によって、公空間へ与える影響や、まちに与える影響について分析、考察した。 
 第 6 章 結論では、これまでに得られた知見を整理・要約するとともに、それらを踏まえて、公私
空間の重なりによりどういう効果と課題があるのかをまとめた。また、公私空間の関係からみた都市
の賑わい・魅力創出のための環境整備の考え方を提示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 都市空間は、近代都市計画の継続により、機能性や健全性の発揮といった改善を遂げた。しかしこ
うして成立した空間は魅力に乏しいという指摘もある。その原因として都市空間が公と私に区分され、
その利用も制限されてきた点が挙げられる。 
 そこで、本研究は所有と管理に基づき公空間と私空間が明確に区分されたこれまでの関係を見直し、
公私空間の境界をあいまいにした公私空間の重なり領域という概念を提示し、そこで生まれる新たな
「利用」に着目している。夜間の安全性などに課題を抱える公園や河岸といった公空間に焦点をあて、
そこに私空間の重なりを生み出すことにより、賑わいに寄与している事例の実態調査を行い、その効
果と課題を明らかにしている。本論文は序論と結論を含めて 6章で構成される。 
 第 1 章は、研究の背景と目的および公私重なり空間の類型化を行っている。 
 第 2 章では、国内外各都市における公空間活用の各種事例をレビューし、そのなかで、公園・河岸
において公私重なり空間によって賑わいを生み出している 4事例を抽出し、各事例の周辺環境、成立
経緯、制度的枠組み、空間的特徴等を明らかにしている。 
 第 3 章では｢公私空間隣接型｣、第 4章では｢公私空間挿入型｣の事例について、それぞれ実態調査を
行い、人の流れ、滞留の変化などからみた評価と、利用者、事業者、行政、近隣住民の４者からの評
価からみた効果や課題を導出している。公私空間隣接型では従来利用に加えた滞留増加による賑わい
の変化が生じるという特性を明らかにし、公私空間挿入型では滞留の劇的な増加がみられるという特
性を明らかにしている。 
 第 5 章では、3 章・4 章で得た知見をもとに、公空間と私空間の重なりによる変化によって、当該
の公空間に加えて、周辺のまちに与える影響についても分析、考察している。 
 以上の結果を第 6章でまとめ、類型特性を踏まえた公私重なり空間の導入適性と、諸課題を抱える
公空間への適用に向けた方法論の提示に加えて、課題解決や効果を発揮しうるルール等の整備を含め
た、公私重なり空間の計画的導入に向けた課題について提起している。 
 以上の研究成果は、公園、河岸における公私重なり空間を導入する効果や課題を多面的かつ実証的
に解明し、まちの賑わい形成に資する計画指針を提示する点においても有用な結論を得ており、都市
計画学の研究・計画実践の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文の著者は、博士（工
学）の学位を受ける資格を有すると認める。 
